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　日々の診療において、患者さんに適
した歯ブラシの選定は、口腔衛生管理
に欠かせない要素である。特に、清掃
困難部位のプラーク除去や、手指の動
きに制限がある患者さん、高齢者、あ
るいは矯正装置使用中の患者さんに
おいては、歯ブラシの形状や操作性が
清掃効率に大きく影響する。
　今回当院では、2025年10月21日に
新たにルシェロシリーズに追加となる薄
型ヘッドの「ルシェロ 歯ブラシ B-21/
P-21 ピセラ」を、発売前のモニターとし
て、スタッフによる使用評価とともに一
部の患者さんにも実際に使用していた

　患者さんは歯周病の既往歴があり、
現在はSPT期。歯周病ケアを優先し、
歯ブラシにはP（Perio）シリーズを処
方した。ピセラのPシリーズは、テーパ
ー毛とラウンド毛のハイブリッド段差
植毛を採用しているのが特長で、細い
毛先が歯間や歯肉溝内に無理なく入

はじめに
だき、その操作性や清掃効果について
のフィードバックを得た。この歯ブラシ
の最大の特長は、従来品（B-20/P-20 
ピセラ）と比較してヘッドが約20%薄く
設計されている点にある。これにより、
臼歯の遠心部や歯列不正部位といっ
た、従来品では届きにくかった部位に
も、スムーズに歯ブラシが届く実感があ
った。従来品は小児や女性といった小さ
めの口腔内を想定した設計であるが、
今回の薄型ヘッド歯ブラシでは、舌が大
きく下顎臼歯部へのアクセスが難しい
と感じていた成人男性にも有効であっ
た。これにより、本製品のターゲット層が

り込み、力を入れすぎずに効率良く清
掃できるためSPT期の細やかなプラー
クコントロールに適している。ただこ
の患者さんは舌が大きく、頰粘膜も厚
いため、ブラッシング時に歯ブラシが
「押し返されてしまう」ような感覚があ
ると訴えられていた。特に、下顎舌側

従来品よりも広がり、多様な患者ニーズ
に対応可能であることが示唆された。 
　また、患者さんからも「奥までしっか
り届く感じがする」「下の奥歯の内側が
簡単に磨ける」といった声が多く寄せ
られ、これまで以上に多様な口腔内に
対する処方の幅が広がった。歯ブラシ
は日常的に使用するツールであるから
こそ、わずかな形状の違いが清掃意識
や継続性に影響を及ぼすといえる。
　本稿では、この薄型ヘッド歯ブラシ
を使用して得られた感想や、患者さん・
スタッフ双方の反応を踏まえながら、
その臨床的有用性を考察したい。

や上顎臼歯部の清掃に対してストレス
を感じており、長年セルフケアに苦手
意識を抱えていた。今回、薄型ヘッド
のピセラを使用したところ、「狭いとこ
ろにもスッと入る」「動かしやすい」とい
った感想が聞かれ、清掃時間が短縮さ
れたことにも驚かれていた。
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症例1 舌が大きく頰粘膜が厚い50代男性

従来のピセラ。舌に押
され歯ブラシが押し返されて
いる。

薄型ヘッドのピセラ。舌
に押されても歯ブラシが狭い清
掃空間に入り込みやすい。

1-1 1-2

従来のピセラ（P-20） 薄型ヘッドのピセラ（P-21）

届きにくい部位に届く
薄型ヘッドがもたらす
新しいプラークコントロール

従来品と薄型ヘッドのB-21/P-21 ピセラの比較

B-20 B-21

厚み
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下顎左側臼歯舌側面での比較。

左下舌側。染め出し後の状態。

従来のピセラ。舌が大きく圧
迫感があり、歯ブラシが操作
しづらい。歯ブラシがうまく
当たらないため 6 近心にプ
ラークが残っている。

薄型ヘッドのピセラ。薄型ヘッ
ドにより限られたスペースで
もアプローチがしやすい。歯
面や隣接面への適合性が高
くプラーク除去効率が向上。

SPT来院時。舌が大きく頰粘膜が厚
い。下顎舌側と上顎臼歯のプラークが目立つ。

1-4

1-3

従来のピセラ（P-20）

薄型ヘッドのピセラ（P-21）

上顎右側臼歯頰側面での比較。1-5

右上頰側頰粘膜の圧迫により、臼歯
部へのブラッシングが不十分な様子
が見受けられる。

従来のピセラ。頰粘膜の圧迫
感があり歯ブラシの挿入・操
作が困難。歯ブラシが押され
毛先が開き歯面や最後臼歯
部にブラシが当たらない印
象。歯ブラシが奥まで十分に
届いておらず清掃が不十分。

薄型ヘッドのピセラ。スリム
な形で磨きにくいところにも
歯ブラシが入りやすい。臼歯
部への到達性が改善されプ
ラークコントロールも良好と
なった。

従来のピセラ（P-20）

薄型ヘッドのピセラ（P-21）
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症例2 叢生を有する20代女性

染め出しを実施したところ、叢生部
および隣接部に磨き残しが多く、セ
ルフケアの難しさが窺えた。

薄型ヘッドのB-21 ピセラに
変更したところ叢生部や舌
側臼歯部の清掃が行いやす
くなり磨き残しが減った。

　歯科医師・歯科衛生士の総合評価　
　患者さんは舌圧が強く、舌側の清掃に苦手意識を持たれて
いた。また、7 の頰側が頰粘膜に押されており、従来品では奥
まで毛先が届かず、ブラッシングに苦労されていた。
　薄型ヘッドのP-21 ピセラは、ヘッドの厚みが抑えられている
ことで、舌や頰粘膜からの圧迫を受けにくい。さらに、テーパ
ー毛は細かい部分まで届きやすく、臼歯舌側の清掃が困難な
症例でも磨きやすい設計となっている。無理に強い力を加え
る必要がなく、力任せになりがちな男性も扱いやすいという利
点も感じた。歯ブラシをP-21 ピセラにしたことにより、清掃性
が明らかに向上し、患者さん自身も「奥歯の裏まで毛先が届く
感じがする」「奥まで入って磨きやすい」といった感想を話され
ており、セルフケアへのモチベーション向上にもつながった。

　歯科医師としては、従来の歯ブラシに比べて舌側・頰側の清
掃指導がよりスムーズに行えた点を評価している。また、歯科
衛生士としても、歯ブラシの角度や舌・頰の位置に配慮しなが
らのブラッシング指導において、薄型ヘッドの特性が清掃効果
を最大限に引き出すと感じられた。今後もこのP-21 ピセラを
セルフケア指導に取り入れ、定期的なフォローを通じて継続使
用を促していく予定である。

　考察　
　軟組織の干渉を受けやすい口腔内においては、歯ブラシの
ヘッドの厚みは清掃効果に直結する要素である。薄型ヘッドの
採用によって操作性が大幅に改善され、ブラッシング指導後の
使用継続率の上昇が見られた。

　本症例の患者さんは、2 が口蓋側
に転位している叢生部、さらに下顎臼
歯の舌側面の清掃に困難を感じてい
た。叢生部のプラークコントロールを
目的とし、歯ブラシはラウンド毛の段
差植毛により歯面への密着性が高いB
（Basic）シリーズを処方した。しかし、
舌側の狭い空間や歯列の凹みには毛
先が十分に届かず、磨き残しや出血が
みられ、ブラッシングそのものに苦手
意識を持たれていた。そこで、薄型ヘ
ッドのB-21 ピセラを処方した。

歯列不正（叢生）の
ため、清掃器具が届きにくく、
ブラッシングが困難な部位が
ある。

2-1

上下顎前歯部の叢生部の染め出しによる比較。2-2

20 No.195   2025-10



B-21/P-21 ピセラとB-20/P-20 ピセラの共通する特長

ピセラはルシェロよりヘッドが短く幅広で、
咬合面と頰側または舌側面をかぶせるよう
に磨くことも可能です。

　歯科医師・歯科衛生士の総合評価　　
　叢生による歯列の不正により、特に上顎側切歯の口蓋側や
下顎臼歯舌側は清掃困難部位となっていた。患者さんも磨き
残しがあることを自覚しており、プラークコントロールの意欲
はありつつも、うまく磨けないことへのストレスを抱えていた。
　B-21 ピセラは、従来品に比べてヘッドの厚みが抑えられ、
複雑な歯列の隙間や奥の部位にも毛先が届きやすい設計とな
っている。また、毛のしなやかさとコンパクトなヘッドのバラン
スが良く、過度なブラッシング圧をかけにくいため、若い女性
のような力加減が適切な層にも扱いやすい。ブラッシング指
導では、歯ブラシの持ち方や毛先の角度、力加減について丁
寧に確認しながら進めたところ、清掃効果の向上が確認でき、

患者さん自身も「前よりちゃんと隙間に届いている感じがする」
と笑顔で話されていたのが印象的であった。
　歯科医師としても歯列状態に合わせた具体的な指導がしや
すく、歯科衛生士としてもブラッシング指導の効果を確実に感
じられ患者さんのモチベーションアップにつながったことが印
象的であった。

　考察　
　今回のブラッシング指導をきっかけに、患者さんのセルフケ
アへの意欲が高まり、次回来院時には歯肉の炎症の改善が明
らかであった。若年層の複雑な歯列にも適応できる歯ブラシと
して、今後の指導や提案の幅を広げる製品といえる。

薄型ヘッドのB-21 ピセラは口唇・頰粘膜への接触が少ないため、不快感なく操作可能であり、従来品に比べ清掃効率が向上した。

ブラッシング前の染め
出した状態。

舌側面の染め出されている部分にもブラシが届いている。

2-5

2-3 2-4

従来のピセラ（B-20） 薄型ヘッド歯ブラシ（B-21）

●う蝕予防ならプラークをしっかり落とせるB（Basic） 

ポイント磨きにおすすめ
先端の毛（色のついている部
分）が高くなっているので、最
後臼歯遠心面や叢生部もしっ
かり磨けます。

歯と歯の間も磨ける
全ての毛がラウンド毛なので、
プラークをしっかり落とします。

コンパクトヘッドと4列植毛で
効率良く磨ける ブラシの異なるBとPを目的に合わせて処方

細かいところも磨ける
長いテーパー毛が細かい
ところに入り込み、短いラ
ウンド毛が歯面のプラー
クを落とします。

歯肉にやさしく
しっかり届く
全体の毛の高さがフラ
ットになっているので、
歯肉にやさしく、ポイン
ト磨きもできます。

●歯周病予防ならテーパー毛が歯周ポケットに届くP（Perio） 

4列植毛で長さの短い
幅広コンパクトヘッド

歯を半分覆う“かぶせ磨き”ができる

ルシェロ ピセラ
安定して
磨ける
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症例3 初めてブラッシング指導を受けた10代女性

　患者さんはブラッシング指導を初め
て受ける10代前半の女性。21間に見
られた縁下歯石から、本人および家族
がカリエスを疑い来院された。口腔内
所見より上顎前歯部叢生、さらに 7 7
が頰側に傾斜しており、いずれも清掃
困難部位と思われた。
　初めての指導ということで、歯ブラ
シにはPシリーズを処方した。ブラッシ
ング時の力加減がわからず、自己流で
強く磨いてしまう傾向があり、歯肉に
腫脹も認められたため、歯肉への刺激
を最小限に抑えることを優先した。P
シリーズは毛先が細く、歯肉への当た
りがやさしいため、初期のセルフケア
習得に適していると判断した。プラー
ク除去率ではBシリーズに優位性があ
るが、清掃効率よりもブラッシングに
対する不安や苦手意識の軽減を優先
する必要があると考えた。その後、歯
肉の腫脹が改善したタイミングで、B
シリーズへ移行した。

初診来院時。セルフ
ケアの習慣が未確立と考え
られ、プラークコントロール
不良が全体的に見られた。

縁下歯石沈着をう蝕と認識し、不安を訴えて来院。

全体的にプラークの残存が顕著に認められた。

薄型ヘッドのP-21 ピセラを継続使用（約1ヵ月）した結
果。清掃状態に明らかな改善が見られた。左写真は染め出しして
いない状態。右写真は染め出しを行った状態。

プラーク残存部位に対
し、アプローチしやすい薄型ヘ
ッド歯ブラシを使用し、具体的
な清掃方法を指導。

薄型ヘッドのP-21 ピセラは口角を無理に引っ張ること
なく 7 頰側を磨くことができた。

3-1

3-2

3-3

3-5

3-4

3-6

従来のピセラ（P-20） 薄型ヘッドのピセラ（P-21）
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日本臨床歯周病学会指導歯科衛生士

　今回使用した薄型ヘッドの「ルシェロ 
歯ブラシ B-21/P-21 ピセラ」は、セル
フケアに不慣れな若年者や、解剖学的
に清掃が困難な部位を持つ患者さん
に対して、特に有用性を感じる結果とな
った。具体的には、口腔内が小さく、奥
まで歯ブラシを挿入するのが苦手な若
年女性、叢生があることで清掃困難部
位を多く抱える初めてブラッシング指
導を受けた10代女性、そして舌が大き
く臼歯部へのアプローチに苦労してい
た成人男性などが対象である。
　いずれのケースにおいても、「奥ま
で届く感じがする」「磨いている感覚が
わかりやすい」「苦しくない」といった前
向きな反応が多く聞かれ、スタッフか
らもブラッシング指導がしやすいとの

まとめ
評価を得た。特にブラッシング指導が
初めてという患者さんにおいては、「最
初に使う歯ブラシ」が与える印象がそ
の後のセルフケア習慣の形成に大きく
関与する可能性があり、操作性に優れ
た製品を選定する意義は大きいと考
える。
　また、舌の大きな男性においても、
ヘッドの薄さが圧迫感を軽減し、咽頭
反射を起こしにくく歯ブラシが当てや
すい利点が見られた。単に清掃性の向
上だけでなく、“使いやすさ”そのもの
が患者さんの継続意欲に直結する点
は、今後の歯科予防現場において重要
な視点となるだろう。
　今後も、このような設計特性をもつ
歯ブラシを活用し、より多様な口腔内

条件の患者さんに対しても評価を重
ね個別性の高いブラッシング指導を実
践していきたい。
　今回の3症例から見えたのは、「薄型
ヘッド」という設計が、多様な口腔環境
で有効であるという点である。それぞ
れの背景で、従来品では難しかった部
位へ、確実かつ優しくアプローチでき
た。単なるヘッドの薄型化だけでなく、
従来品からの特長であるハンドル操作
性や毛先の当たりのやわらかさも、セ
ルフケアの質を後押ししていると実感
した。様々な口腔環境・生活背景をも
つ患者さんの「磨きやすさ」に応える
製品は、予防歯科におけるモチベーシ
ョン向上と行動変容のきっかけとなる
可能性を秘めている。

　歯科医師・歯科衛生士の総合評価　
　ブラッシング指導が初めての患者さんで、どの部位をどのよ
うに磨けばよいのか、また苦手な部位がどこなのかも自覚され
ていない状態からのスタートであった。7 7 の頰側傾斜や21
間の縁下歯石が付着していた部位は特に清掃が難しく、従来
の歯ブラシでは毛先が届きにくく清掃不良が認められていた。
　今回使用したP-21 ピセラは、奥や歯間部といった狭い部位
にも毛先が入りやすく、無理なく「毛先を歯面に当てる」基本の
動作がしやすい。加えて、軽さとコンパクトなヘッドにより、鏡
を見ながらのセルフチェックが行いやすく、正しいブラッシン
グフォームの習得をスムーズにサポートできる。ブラッシング
指導では歯ブラシの持ち方や角度、力加減を一緒に確認しな
がら進めることで、清掃性を高めることが可能であった。
　患者さん自身も「奥までちゃんと届いてる感じがする！」と話
され、初めての指導で清掃に対する自信を持たれた様子がと
ても印象的であった。歯科医師・歯科衛生士ともに、今後のセ

ルフケアの向上を期待できる有意義なブラッシング指導とな
った。また、若年層の初めてのブラッシング指導で、操作性・
到達性の高いツールが、セルフケアへの関心・習慣化につな
がる可能性を改めて実感できた症例となった。

　考察　
　従来のヘッドサイズでは「届かない」「苦しい」と訴えられてい
た清掃困難部に対しても、薄型ヘッド歯ブラシは高い到達性と
操作性を発揮した。「奥まで入りやすい」「当たりがやわらかい」
といった声に加え、患者さん本人のブラッシング動作にも余裕
が生まれた。特に頰側最後臼歯遠心や、重なり合った前歯部な
ど清掃困難部へのアクセス性の高さが印象的であった。ヘッド
の厚みも少ないことで、患者さん自身も「口を大きく開けてな
くていいから、楽」と感じてくれたようで、初回から前向きにブ
ラッシング指導に取り組む姿勢が見られた。
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